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《冬期間の事故防止》
○ 天候・道路状況に応じた運転 ⇒ スピードダウン
○ 視界不良時の車間距離の.確保 ⇒ 事故を回避できる車間距離
○ 交差点における安全確認の徹底 ⇒ 歩行者、信号、標識

忘れるな あの瞬間のヒヤリハット

事故を起こさないために
相手を思いやり、余裕をもった運転が大切です

スピードダウンの徹底

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

午前７時前 旭川 国道１２号
路面凍結

ユニック車と乗用車が正面衝突 男女6人ケガ
◇アイスバーン スピードダウンと車間距離◇
◇アイスバーンなどの凍結路面では◇

◇急ブレーキ、急ハンドルは禁物 慌てず焦らず走行しましょう◇
２０２３／１２／９（土） １４：１２

９日午前６時４５分頃、旭川市台場１条１丁目付近の国道１２号でユニック車と乗用車が正面衝突しました。警察や消
防によりますと、ケガ人は男女あわせて６人で、いずれも意識はあるということです。路面は凍結していました

深夜0時前 札幌新道の信号交差点
右折の乗用車と直進の軽乗用車が衝突

弾みで、歩行者の男性巻き込まれる
直進の軽乗用車の男性、顔から出血の重傷 歩行者の男性は手足にケガ

右折の乗用車の運転手を過失運転致傷で現行犯逮捕
◇右折時は、対向車の陰に隠れた危険を予測しましょう◇

◇交差点の右折は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意しましょう◇
２０２３／１２／９（土） １３：３８

８日午後１１時５０分ごろ、札幌東区の札幌新道の交差点で、右折しようとした乗用車が直進してきた軽乗用車と
衝突しました。軽乗用車は衝突の弾みで近くを歩いていた男性にぶつかりました。この事故で、軽乗用車を運転
していた２０代の男性が顔から出血するなどの重傷、歩行者の５０代の男性が左手足にケガをして病院に搬送されま
した。警察は右折の乗用車を運転していた会社員の男性（４７）を過失運転致傷の現行犯逮捕し、調べています。

深夜２時 「気づいたら人がいた」
国道の中央分離帯近くの車線にいた歩行者

トラックにはねられ死亡
◇前方で・・・何が起こるかわかりません わき見は厳禁◇

◇夜間は、歩行者を見落としやすくなります◇
◇ヘッドライトをこまめに切り替え、遠目ライトで早期発見 事故防止◇

２０２３／１２／９（土） １２：１９
９日午前２時半ごろ、岡山県の国道で、片側３車線のうち、中央分離帯側の車線にいた歩行者が男性会社員（３

４）が運転するトラックにはねられました。この事故ではねられた歩行者は死亡しました。現場は、片側３車線の
見通しがよい国道で、トラックを運転していた男性会社員は「気づいたら人がいた」と話しているということで
、なぜ歩行者が中央分離帯近くにいたのかなど、事故の原因を詳しく調べています。


